
プロジェクト演習C（1回目課題）

	プロジェクト名
	トマト農園に向けた農作物管理システム
開発プロジェクト

	メンバー

	学籍番号
	名前
	役割

	c4p31053
	鈴木優人
	PM、プログラマー、庶務

	c4p31024
	奥田彰人
	プログラマー、庶務

	c4p31100
	松本晃宜
	プログラマ

	c4p31026
	小野哲汰
	デザイナー、プログラマ

	c4p31101
	松本康平
	プログラマ

	c4p31019
	江成弘輝
	デザイナー、プログラマ、庶務

	
	
	

	クライアントについて

	業界
	農業

	仮想顧客
	井出トマト農園

	業務内容
	農業
土作りやハウス管理などの環境整備、種蒔きや苗の植え付けなどの植え付け作業、受粉や除草・病害虫管理などの管理作業、育ったトマトの収穫作業の以上四つからなる農業業務。

加工・販売
トマトを使ったジュース・トマトケチャップ・ジャム ・カレー 、ハヤシルゥ ・パスタソースなどの加工と販売の業務。

観光
自然体験、トマト狩り、直販所、メディア向け農園公開及びロケ地提供、農業ボランティア等の案内、当日対応を主に行っている。
業務内容としては当日の集会補助及び進行、集会後の直販などの来客対応及びメディア対応が主な業務とである。
又集会に際した作物の品質確認や剪定/補充なども業務の一環である。

農業コンサルティング
農業経営や栽培技術の改善、IT導入支援などを通じて、生産効率や収益性の向上をサポートする業務。


	企画について

	企画の概要
	井出トマト農園のハウス内管理を効率化するため、カメラと画像解析を用いた業務システムを開発する。
従来、人の手で行っていた病気や害虫、雑草の確認を自動で分かるようにし、異常を検知した場合はシステム上に位置情報や状態を提示する。
これにより従業員の巡回負担を軽減しつつ、農作物の品質維持や迅速な対処を可能にする。
また、起票データを作成し、検索性の向上、集計データによる再発の防止などの意思決定における情報を提供する


	企画がクライアントの業務にどう役立つか？
	現状複数人で行っている畑の見回り作業を、自動巡回するカメラを使用した本システムに置き換えることにより人的コストと負担を削減することができる。
また、システムによって通知された地点でのみ除去業務を行うことによって業務の効率化を図ることができる。
さらに、起票を用いて過去のデータを合わせて集計し、意思決定に必要な情報を提供することで病気や害虫の再発を防ぐ。



